
令和７年度 長野県てんかん県民講座

てんかんを持ったこどもと学校現場の先生たちが安心して発作に対応できるよう、全国統一
マニュアルの活用法や医療と教育の連携について皆さんと一緒に考えたいと思います。
また、学校での支援は、卒業後の生活や就労にも繋がります。
実際の事例をもとに、学校関係者や企業の方のお話を伺いながら、よりよい支援の形を
議論していきたいと思います。

日時 ６
２２㊐  

１３：００～１６：００

主催 : 長野県てんかん支援拠点病院 信州大学医学部附属病院てんかん相談支援部門
共催 : 公益社団法人 日本てんかん協会長野県支部
協賛 : 信州医学振興会

会場 信州大学医学部附属病院
外来診療棟４階 大会議室

※当日は病院外来駐車場をご利用下さい。駐車料金がかかります。
   駐車割引券をお渡ししますので、駐車券を会場までお持ちください。

定員 会場 １５０名

※WEB配信の人数制限はありません

第１部 学校とてんかん

学校の先生や小児科の医師に講演をして
いただきます。

第２部 講演

金沢大学附属病院小児科 黒田 文人先生
をお招きして、北陸三県で統一ガイドライン
を作っている石川県における学校と医療との
連携についてご講演いただきます。

第３部 事例から学ぶ

事例を通して、てんかんを持つ子の学校生
活と就労を学びます。学校の先生や企業の
方からお話いただきます。

開場 １２：００

お申込みはこちら

【お問い合わせ】

信州大学医学部附属病院

てんかん相談支援部門

TEL : 0263-37-3386

E-mail : epinet@shinshu-u.ac.jp

※上記電話でもお申し込み受け付けます。

会場開催
＋

WEB配信

～ 卒業後を見据えた取り組み ～
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